
平成22年3月期 第3四半期決算短信 

平成22年2月5日

（百万円未満切捨て）

上場会社名 大崎電気工業株式会社 上場取引所 東 
コード番号 6644 URL http://www.osaki.co.jp
代表者 （役職名） 取締役会長 （氏名） 渡邊 佳英
問合せ先責任者 （役職名） 取締役 経営戦略室長 （氏名） 高野 澄雄 TEL 03-3443-9133
四半期報告書提出予定日 平成22年2月12日
配当支払開始予定日 ―

1.  平成22年3月期第3四半期の連結業績（平成21年4月1日～平成21年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年3月期第3四半期 32,804 △13.0 1,726 △57.1 1,960 △55.5 479 △10.3
21年3月期第3四半期 37,714 ― 4,024 ― 4,410 ― 534 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年3月期第3四半期 12.80 11.79
21年3月期第3四半期 14.26 12.84

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年3月期第3四半期 58,828 37,786 40.5 636.39
21年3月期 61,887 37,795 38.4 633.87

（参考） 自己資本   22年3月期第3四半期  23,841百万円 21年3月期  23,754百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年3月期 ― 7.50 ― 7.50 15.00
22年3月期 ― 6.00 ―
22年3月期 

（予想）
6.00 12.00

3.  平成22年3月期の連結業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 48,000 △4.6 2,700 △42.2 2,900 △43.1 1,200 26.6 32.03
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4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
（注）詳細は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】 ４．その他をご覧下さい。 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
業績予想につきましては、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、今後様々な要因によって予想数値
と異なる場合があります。 
なお、上記予想に関する事項は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】 ３．連結業績予想に関する定性的情報をご覧下さい。 

① 会計基準等の改正に伴う変更 無
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年3月期第3四半期 38,550,684株 21年3月期  38,550,684株
② 期末自己株式数 22年3月期第3四半期  1,086,201株 21年3月期  1,074,840株
③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年3月期第3四半期 37,468,326株 21年3月期第3四半期 37,489,563株
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【定性的情報・財務諸表等】 

１．連結経営成績に関する定性的情報 

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、景気後退に一部底打ちの動きが見られるもの

の、企業収益に改善は見られず、設備投資や雇用情勢も厳しい状態が続く等、依然として先の見え

ない状況が継続しております。 

当社グループの経営環境は、計測制御機器事業におきましては、主力取引先である電力会社向け

製品の需要は徐々に回復傾向にありましたが、住宅着工戸数が引き続き落ち込んでいるなどのマイ

ナス要因が顕在化してきております。また、メーカー間の競合状態も依然として激しく、製品販売

価格の低下が続くなど厳しい状況が継続しております。 

一方、ＦＰＤ（フラットパネルディスプレイ）関連装置事業におきましては、パネルメーカーの

増産設備投資に対する意欲は後退したままの状況にあります。 

このような経営環境のもと、当社グループは販売促進活動ならびに原価低減活動を推進するなど

売上の拡大と経営効率化に取り組み、全社をあげて業績の向上に努めてまいりました。 

連結売上高につきましては、ＦＰＤ関連装置事業が落ち込んだことにより、前年同期比１３．０％

減の３２８億４百万円となりました。 

利益面につきましても、計測制御機器事業においては前年同期の水準を上回りましたが、ＦＰＤ

関連装置事業で大きく落ち込みました。この結果、営業利益は前年同期比５７．１％減の１７億２

千６百万円、経常利益は前年同期比５５．５％減の１９億６千万円、四半期純利益は前年同期比１

０．３％減の４億７千９百万円となりました。 

 

（当社グループのセグメント別概況） 

（計測制御機器事業） 

  当事業は、住宅着工戸数の落ち込みの影響等もありましたが、新型の電子式電力量計の出荷数が

増加してきたこと等の要因により前年同期を上回りました。この結果、売上高は前年同期比４．７％

増の２９８億８千１百万円、営業利益は前年同期比１５．３％増の１９億２千７百万円となりまし

た。 

 

（ＦＰＤ関連装置事業） 

  当事業は、景況悪化の影響によるパネルメーカーの設備投資抑制が継続しております。この結果、

売上高は前年同期比７０．１％減の２６億５千２百万円、営業利益は前年同期比２５億１千１百万

円減少し、３億４千８百万円の営業損失となりました。 

 

（不動産事業） 

  当事業の売上高は前年同期比７．０％減の３億５千７百万円、営業利益は前年同期比２２．３％

減の１億４千６百万円となりました。 

 

なお、セグメント別売上高は、セグメント間の内部売上高又は振替高８千６百万円を含めて表示し

ております。 

 

２．連結財政状態に関する定性的情報 

(1)当第３四半期末の総資産、負債、純資産および自己資本比率の状況 

総資産    ５８，８２８百万円（前期末比 ３，０５９百万円減） 

負債     ２１，０４２百万円（ 同   ３，０５０百万円減） 

純資産    ３７，７８６百万円（ 同       ９百万円減） 

自己資本比率   ４０．５％  （ 同    ２．１ポイント増） 

 

当第３四半期末における総資産は、前期末と比較して３０億５千９百万円減少しました。主

な内訳は、現金及び預金が８億４千万円減少し、預け金が８億８千４百万円減少、受取手形及
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び売掛金が１７億８千３百万円減少、有形固定資産が８億９千９百万円増加したこと等であり

ます。 

負債につきましては、支払手形及び買掛金が１６億８千万円、賞与引当金が５億８千７百万

円、長・短期借入金が２億２千万円それぞれ減少したこと等により、前期末と比較して３０億

５千万円減少しました。 

純資産につきましては、前期末と比較して９百万円減少しました。 

なお自己資本比率は、前期末と比較して２．１ポイント増加し４０．５％となりました。 

 

 (2)キャッシュ・フローの状況 

   当第３四半期末における現金及び現金同等物残高は、前期末に比べ３７億２千４百万円減少し

て８３億９百万円となりました。 

  (ｲ)営業活動によるキャッシュ・フロー 

    営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純利益１７億８千２百万円、減

価償却費１４億８千６百万円、売上債権の減少額１９億３千８百万円等の資金増加要因が、仕

入債務の減少額１４億９千３百万円、賞与引当金の減少額５億８千７百万円、法人税等の支払

額６億１千８百万円等の資金減少要因を上回ったことにより２５億４千６百万円の資金増加と

なりました。 

 

  (ﾛ)投資活動によるキャッシュ・フロー 

    投資活動によるキャッシュ・フローは、３ヶ月を超える定期預金の預入による支出２０億円、

有形固定資産の取得による支出２８億８千１百万円等により、５０億８千８百万円の資金減少

となりました。 

 

  (ﾊ)財務活動によるキャッシュ・フロー 

    財務活動によるキャッシュ・フローは、長期借入金の純減少額２億７千９百万円、少数株主

への支払いも含めた配当金の支払額９億２千３百万円等により、１１億８千４百万円の資金減

少となりました。 

 

３．連結業績予想に関する定性的情報 

 通期の業績につきましては、平成 21 年 10 月 28 日に発表しました「業績予想の修正に関するお知

らせ」から変更しておりません。 

 

４．その他 

 (1)期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） 

該当事項はありません。 

 

(2)簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

 

(ｲ)一般債権の貸倒見積高の算定方法 

当第３四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変

化がないと認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定し

ております。 

 

(ﾛ)棚卸資産の評価方法 

    当第３四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、第２四半期連

結会計期間末の実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。 

    また、棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売

却価額を見積り、簿価切下げを行う方法によっております。 
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(ﾊ)固定資産の減価償却費の算定方法 

    固定資産の年度中の取得、売却又は除却等の見積りを考慮した予算に基づく年間償却予定額

を期間按分する方法によっております。 

 

(ﾆ)法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

    法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに

限定する方法によっております。 

    繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、

一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用し

た将来の業績予測やタックス・プランニングを利用する方法によっております。 

 

(3)四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

該当事項はありません。 
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5.【四半期連結財務諸表】 
(1)【四半期連結貸借対照表】 

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 6,216 7,056 

預け金 4,093 4,977 

受取手形及び売掛金 8,244 10,027 

商品及び製品 2,344 1,649 

仕掛品 2,483 3,659 

原材料及び貯蔵品 2,324 1,879 

その他 1,473 2,021 

貸倒引当金 △58 △70 

流動資産合計 27,121 31,201 

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 7,308 6,138 

機械装置及び運搬具（純額） 1,807 1,490 

土地 12,280 11,996 

その他（純額） 1,125 1,997 

有形固定資産合計 22,521 21,622 

無形固定資産 708 779 

投資その他の資産   

投資有価証券 4,163 3,992 

前払年金費用 140 137 

その他 4,176 4,165 

貸倒引当金 △4 △10 

投資その他の資産合計 8,475 8,284 

固定資産合計 31,706 30,686 

資産合計 58,828 61,887 
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（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 2,601 4,282 

短期借入金 554 1,060 

未払法人税等 339 436 

賞与引当金 639 1,226 

役員賞与引当金 － 37 

製品保証引当金 40 114 

その他 3,742 4,069 

流動負債合計 7,917 11,228 

固定負債   

社債 4,500 4,500 

長期借入金 2,503 2,217 

退職給付引当金 861 858 

役員退職慰労引当金 878 915 

負ののれん 1,131 1,248 

その他 3,249 3,124 

固定負債合計 13,124 12,864 

負債合計 21,042 24,092 

純資産の部   

株主資本   

資本金 4,686 4,686 

資本剰余金 4,768 4,768 

利益剰余金 15,492 15,518 

自己株式 △462 △452 

株主資本合計 24,484 24,521 

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △163 △248 

為替換算調整勘定 △479 △518 

評価・換算差額等合計 △643 △766 

新株予約権 74 － 

少数株主持分 13,870 14,040 

純資産合計 37,786 37,795 

負債純資産合計 58,828 61,887 
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(2)【四半期連結損益計算書】 
【第３四半期連結累計期間】 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

売上高 37,714 32,804 

売上原価 27,007 24,124 

売上総利益 10,707 8,680 

販売費及び一般管理費 6,682 6,953 

営業利益 4,024 1,726 

営業外収益   

受取利息 38 20 

受取配当金 103 86 

負ののれん償却額 117 117 

社債買入消却益 145 － 

その他 114 98 

営業外収益合計 518 322 

営業外費用   

支払利息 63 47 

コミットメントフィー 42 12 

その他 26 27 

営業外費用合計 133 88 

経常利益 4,410 1,960 

特別利益   

投資有価証券売却益 30 － 

会員権売却益 － 6 

貸倒引当金戻入額 52 19 

その他 14 1 

特別利益合計 97 27 

特別損失   

固定資産除却損 17 19 

投資有価証券評価損 500 56 

会員権評価損 － 5 

役員退職慰労引当金繰入額 645 － 

事業構造改善費用 － 124 

特別損失合計 1,163 205 

税金等調整前四半期純利益 3,343 1,782 

法人税、住民税及び事業税 860 493 

法人税等調整額 883 554 

法人税等合計 1,744 1,048 

少数株主利益 1,065 255 

四半期純利益 534 479 
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 3,343 1,782 

減価償却費 1,249 1,486 

負ののれん償却額 △117 △117 

貸倒引当金の増減額（△は減少） △51 △19 

賞与引当金の増減額（△は減少） △529 △587 

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △36 △37 

製品保証引当金の増減額（△は減少） △14 △74 

退職給付引当金の増減額（△は減少） 104 △1 

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 643 △36 

受取利息及び受取配当金 △141 △107 

支払利息 63 47 

社債買入消却益 △145 － 

固定資産売却損益（△は益） － △1 

固定資産除却損 17 19 

投資有価証券売却損益（△は益） △30 － 

投資有価証券評価損益（△は益） 500 56 

会員権売却損益（△は益） － △6 

会員権評価損 － 5 

事業構造改善費用 － 124 

売上債権の増減額（△は増加） 4,664 1,938 

たな卸資産の増減額（△は増加） 1,363 57 

仕入債務の増減額（△は減少） △1,815 △1,493 

その他 175 66 

小計 9,245 3,101 

利息及び配当金の受取額 141 107 

利息の支払額 △58 △43 

法人税等の支払額 △1,527 △618 

営業活動によるキャッシュ・フロー 7,801 2,546 

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △694 △2,881 

有形固定資産の売却による収入 65 14 

無形固定資産の取得による支出 △112 △139 

投資有価証券の取得による支出 － △86 

投資有価証券の売却による収入 47 － 

会員権の取得による支出 － △68 

長期預け金の預入による支出 △2,000 － 

定期預金の増減額（△は増加） － △2,000 

その他 35 72 

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,658 △5,088 
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △364 54 

長期借入れによる収入 － 700 

長期借入金の返済による支出 △239 △979 

社債の買入消却による支出 △1,354 － 

配当金の支払額 △522 △487 

少数株主への配当金の支払額 △463 △435 

その他 △34 △36 

財務活動によるキャッシュ・フロー △2,978 △1,184 

現金及び現金同等物に係る換算差額 △21 1 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 2,141 △3,724 

現金及び現金同等物の期首残高 10,039 12,034 

現金及び現金同等物の四半期末残高 12,181 8,309 
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(4)継続企業の前提に関する注記

　該当事項はありません。

(5)セグメント情報

【事業の種類別セグメント情報】

前第３四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日）

計測制御 FPD関連 不動産 消去

機器事業 装置事業 事業 計 又は全社 連結

（百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円）

売上高

(1)外部顧客に対する売上高 28,527 8,879 307 37,714 － 37,714

(2)セグメント間の内部売上高又は振替高 1 － 76 78 (78) － 

28,529 8,879 384 37,793 (78) 37,714

営業利益 1,672 2,163 189 4,024 － 4,024

当第３四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日）

計測制御 FPD関連 不動産 消去

機器事業 装置事業 事業 計 又は全社 連結

（百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円）

売上高

(1)外部顧客に対する売上高 29,869 2,652 282 32,804 － 32,804

(2)セグメント間の内部売上高又は振替高 11 － 75 86 (86) － 

29,881 2,652 357 32,891 (86) 32,804

営業利益又は営業損失（△） 1,927 △ 348 146 1,726 － 1,726

（注）１．事業区分の方法

　　　　　当社の事業区分は、製品の種類・性質等の類似性を考慮して区分しております。

　　　２．各事業区分の主要製品（役務の提供を含む）

事業区分

 ＦＰＤ関連装置事業

 不動産事業

【所在地別セグメント情報】

　　前第３四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日）及び当第３四半期連結累計

　　期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日）

　　　全セグメントの売上高の合計額に占める｢日本｣の割合が90％を超えているため、記載を省略しております。

【海外売上高】

　　前第３四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日）及び当第３四半期連結累計

　　期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日）

　　　海外売上高が連結売上高の10%未満のため、海外売上高の記載を省略しております。

(6)株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

　該当事項はありません。

 LCD実装装置、PDP実装装置、ICカード実装装置

 不動産の賃貸

計

計

主要製品

 計測制御機器事業
 電力量計、電流制限器、計器用変成器、配・分電盤、監視制御装置、

 タイムスイッチ、光通信関連機器、検針システム
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